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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバルな学問分野の再編成が進む中、地域研究はどのように生き延び
るのかをいう問題を中心に据え、日米の研究者が協働し、複眼的、多文化的、学際的な視点から、トランスナシ
ョナルな地域研究のあり方を理論と実践の両側面から検証し、グローバル時代にふさわしい地域研究のあり方を
探求した。具体的には、アメリカのアメリカ研究のトランスナショナリズムの動向、国際連携構築のための国際
プログラムの量的、質的な把握と評価、そして高等教育機関におけるカリキュラムの変化とその評価、日米の地
域研究再編成の動きの把握と内容分析、日米の地域研究者のアイデンティティやキャリヤ形成, などについて考
察した。

研究成果の概要（英文）：This study centered around the questin of how the area studies can survives 
in the face of global disciplinary reorganization. Working together with American researchers, we 
examined the directions of transnational area studies from multi-cultural and interdisciplinary 
perspectives and searched for a new model of area studies in the age of globalization. More 
concretely, we examined 1) Discursive change in Transnational American Studies in the U.S., 
quantitative and qualitative change in international programs, curriculum change; 2) Restructuring 
of area studies program in Japan and U.S.;3) the issues related to scholarly identity and career 
development.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多角的な角度から包括的にトランスナショナルな地域研についてメタ・ディシプリナリーな検証を行ったこの研
究は、今まで日本とアメリカのアカデミックカルチャ、もしくは特定の地域研究学会の中で別々になされてきた
議論をつなぎ、より新しい地域研究のあり方を考察することを可能とすると。また、国際化が急務とされている
日本の研究や高等教育に置いて「独りよがり」ではない国際連携の方策を創出することに貢献するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
第二次世界大戦終結後に誕生し、冷戦時代にアメリカの国家戦略の一部として発展した地域研
究は、ある特定の地域を総合的に研究することを目的とする一つの学問分野として、日米の大
学や研究会で独立した地位を保ってきた。しかしながらグローバル化が進む今日、学問の世界
において、「グローバル」を上位に位置付ける学問分野の再編成が進んでおり、地域研究の存在
意義が問われるようになってきた。このような趨勢の中で、地域研究の新しいあり方、パラダ
イムシフトの方向性を探ることが急務であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日米のアメリカ研究者および他の地域研究者が、複眼的、多文化的、学際的な視
点から、このような動向を把握、分析し、その問題点と課題を明らかにすることを通じて、グ
ローバル時代にふさわしい地域研究のあり方を探求することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）日米のアメリカ研究におけるトランスナショナルな研究の文献リスト作成 
（２）日米の地域学会（アメリカ、アジア）における参与観察とディスコース分析 
（３）国際連携の具体的なプログラムについての量的、質的調査 
（４）アメリカおよびそれ以外の地域研究学会や地域研究機関に属する研究者および地アドミ
ニストレーター対するインタビュー調査 
 
４．研究成果 
（１）アメリカのアメリカ研究は、１９８０年代から「アメリカを総合的に研究する」という
従来のアメリカ研究に対する内省的な批判と「アメリカ例外主義」を克服するために理論と実
践の両側面において「トランスナショナルな方向転換（transnational turn）」と呼ばれるパラ
ダイムシフトを行った。このシフトは、アメリカ研究をトランスナショナルな視点から行うと
いう研究内容のシフトとアメリカのアメリカ研究の国際化という二つの側面を含んでいる。前
者には、アメリカをグローバルな視点から相対的に研究する研究、アメリカのヘゲモニーを批
判的に検討する研究、アメリカを他の地域とのコンタクト・ゾーンで捉える研究、「アメリカ」
という研究対象をアメリカという地理的・国家的領域内で捉えるのではなく、「アメリカ」をア
メリカ以外のコンテキストで捉える研究などが含まれている。後者は、アメリカ研究がアメリ
カ人研究者による自己社会研究にとどまるのではなく、アメリカを「他者」として研究するア
メリカ以外のアメリカ研究者の研究を重視し、学会における中心と周辺の関係を再検討しよう
という試みがあり、その中には、「本当の意味での平等な国際的研究交流」を提唱するデズモン
ドとドミンガスが設立した IFUSS（ International Forum of US Studies）や、IASA 
(International American Studies Association)が活発な活動を続けている。研究代表者は、異
文化としてのアメリカ研究についてとりくんだプロジェクトにスウェーデン、イスラエル、カ
ナダなどの学者とともに America Observed: On International Anthropology of the U.S.を出
版した。（Dominguez and Habib eds., Berghahn Books, 2016） 
（２）超地域的な視点を持つ研究は、アメリカのアジア研究においても急増しており、ローカ
ルな問題をグローバルな視野から検証することは一つのスタンダードになってきている。その
一方アメリカの教育機関ににおいてグローバル・スタディーズと言われるプログラムは、環境、
医療、気候変動などのグルーバル・イシューをそれぞれのテーマの専門家が理論的かつ包括的
に扱い、地域研究とは切り離して組み立てられているものが多い。地域に対する深い知的コミ
ットメントなしに進められているグローバル研究に対して、多くの地域研究者は、西洋優位主
義の復活危惧し、ローカルを無視したグローバル研究が西洋的バイアスに基づく概念だけで空
回りしていると批判している。グローバルイシューについての理論構築には、グローバルとロ
ーカルの関係を理解することが必須であり、そのためには、その両方に専門性の高い知識が求
められるとし、地域研究の存在意義を強調する。 
（３）またアメリカに本部を持つ国際的アジアは反対に、アジアの研究者にアジア研究（自己
社会研究）とアジア以外の国の研究者のアジア研究（他者研究）の連携の重要性を確認し、北
アメリカで開催される年次大会への参加が困難なアジアの研究者との交流を深めるために２０
１４年よりアジアにおいて通常の年次大会とは別にAAS-in-Asiaと名付けた学会を開催してい
る。なお、２０１６年の学会は、研究代表者が統括し、研究分担者の協力のもと６月２４日か
ら２７日に同志社大学で開催し、世界核国から１４００名余の参加を得た。 
（４）研究会やセミナーでは、以下のようなテーマを議論した。地域研究が対象とする「地域」
をどう定義するか、研究する側と研究される側の力関係、自社会研究と異文化研究の差異が地
域研究に与える影響、地域研究における中心と周辺の関係性、グローバルとローカルを理論的
にどうつなぐか、学問の世界におけるアメリカ中心主張からの脱却、超地域的な地域研究にお
ける専門性の確保、などである。これらの問題は、個々の研究者が学会発表や論文の形で扱っ
ている。また、以下のセミナーを一般に公開して行った。 
・ Carolyn Stevens (Monash University, Australia), “The Sonic Digital Repository:   
Interdisciplinary and Trans-area Studies,” April 8, 2015 
・Gavin Campbell (Doshisha University), “Heaven Hell and ‘Heathens’ in the Age of 



Empire,” June 18, 2015 
・Daniel McKay (Doshisha University), “The Hot Sun and the Mad Moon: Hiroshima in 
South African Literature,” December 6, 2017.  
・Carolyn Stevens (Monash University, Australia), “The Beatle in Japan: Exploring the 
Horizon of Trans-area Studies,” Feburuary, 19, 2018. 
 その他、意見交換のために研究会に参加した海外の研究者には、Laurel Kendell (2015当時
アジア学会会長)、William Kelly (Yale University), Carol Gluck (Columbia University), Chris 
Yano (University of Hawaii, Alex Zahlten (Harvard Universtty), Theodore Bester (Director 
of Reischauer Institute of Japanese Studies, Harvard University), らがいる。 
（５）この研究プロジェクトが提起したグローバル時代にふさわしい地域研究モデルの必要性
は、日本だけではなくアメリカにおいても強調されていることがわかった。しかしながら、こ
の問題は、個々の国のアカデミックカルチャの中で、またいろいろな研究学会で個別に議論さ
れていることが多い。本研究は、地域研究が地域を超えるときに考えなければならない様々な
問題を、一つの地域研究界の個別の問題として扱うのではなく、国や扱う地域が異なる研究者
と対話することを通じて、超地域研究間の国際連携の可能性を考察した。、また、実際に
AAS-in-ASIAのような超地域的学会を開催することを通じて、国際連携の実践モデルを提示し
た。 
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